
自閉児における行動の改善の遅滞

-N男における音声言語の獲得の遅れ一

＊南 理絵•原田 剛志•藤井 稔

1993年11月より関西大学障害児教育研究グ

ループが関わってきた 4名の自閉児（当時、同

じ障害児保育所に通っていた4歳児、男子3名、

女子1名）は来校当時は音声言語を持たず、そ

の内の 1名が状況に関わりなく、 2、3の音声

言語を発するだけであった。

藤井 (1995)の仮説の下に教育的対応を進め

る内に 3名（その後、彼らより 2歳年下の女子

1名）は音声言語の獲得に成功した［若栄他

1996)、藤井編 (1997)、井関他 (1999), 中野

他 (2001))l。しかし残る 1名 (N男）は未だ

に音声言語の獲得に至っていない。

それではN男と他の4名とはどのような違い

があるのであろうか。

1. N男のプロフィール

1989年10月生の男子。

妊娠中の母胎正常、胎児の発育正常。誕生時

の体重は3,210g、正常分娩であった。微笑み

は普通児と同じように見られた。乳児期はおと

なしく、ほとんど泣かなかった。

1歳半ごろから母親になつかない、視線が合

わない、模倣をしないなどの様子が見られ、兄

と比べて発達が遅れていると母親は感じてい

た。 1歳半では、「マンマ」「ネンネ」「ニーニ」

「ジージ」「カユイ」「イタイ」「アカン」「イコ

ゥ」「ハーイ」「バイバイ」「ヨイショヨイショ」

などのことばが出ていたが、その後、消失した。

また、 1歳半頃には「Nくん」という呼びかけ

に「ハイ」と答えていた。そこで「今度はお父

さん」と言うと指示した方向に向いていたが、

その後、この行動も消失した。また、人見知り

も激しく、 2歳ごろまで父親をこわがってい

た。

1歳半から 2歳ごろには親子教室に週1、2

回通い、リトミックなど身体を通じたふれ合い

をしていた。 2歳前に病院で脳波、 CT、小児

難聴検査をしたが異常なしであった。

4歳1ヶ月から本校を訪れ、セラピーを受け

るようになり、現在も継続中である。来校時の

母親の主訴は、視線が合わない、名前を呼んで

も振り向かない、指さしや模倣をしないという

ことであった。

2. セラピー開始当初の状況

セラピーでは通常は母親と離れて部屋に入る

のだが、N男は部屋に独りで居ることができず、

母親を求めて外に出ようとすることが多かっ

た。他人に対して敏感で、緊張してこわがって

いる様子であった。用意された順序学習、弁

別・同定課題に興味を示さず、おもちゃ同士を

交互に叩きつけるようにして「音」を出すこと

•本論文は南 理絵（関西大学大学院教育学専攻）の2001年度修士論文を中心に原田剛志、藤井稔が編集したものであ

る。 N男との関わりは1993年11月（当時4歳）から、 2002年10月現在まで続けられているが、南の論文はその初期

から2001年12月までの記録に基づくものであり、その期間の内、南自身は1996年5月以来N男のセラピーに直接に

関わってきた。 N男に関する報告は今回が初めてである。
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を好んでいた。

母親と一緒ならばなんとか部屋に入ることが

できるようになり、徐々に慣れてきて泣く回数

が減ってきても、セラピストたちとの身体的な

接触を非常に嫌がる様子が見られた。 1994年

6月ごろから独りで部屋に入ることが徐々にで

きるようになり、同年9月以降は母親が同室し

ていなくても課題に取り組むことができるよう

になった。同年10月ごろよりセラピストに抱き

ついたりすることがみられるようになった。

3. 初期の学習の経過

藤井 (1995)の仮説のもとに他の 3人と同様

にして学習を始めた。

3-:-1 順次処理の学習

a. 棒さし ；［材料］；藤井 (1995)の図 2参

照。 (1993年11月~1998年5月）

b. 糸巻きさし；［材料］；同図 1参照。 (1994年

4月~1998年4月）

［経過］

a)当初は課題にも興味を示さず、そばにある

おもちゃ同士を叩き合わせて音を出すことが多

くみられた。棒さし課題を開始して 3ヶ月が経

っと、順番にさすことはできないが、穴の数が

5個、 10個のときにはすべての穴に棒をさせる

ようになった。 12ヶ月後にはセラピストが棒を

手渡すと N男はスムーズに棒をさし込み台に

さすようになったが、順番にさすことができな

かった。そのため、穴と穴との間隔が大きいさ

し込み台を使って、セラビストが穴を指し示す

と順番にできるようになり、その後、他の棒さ

し課題でも時々ひとつとばしそうになったりし

てうまくいかないこともあったが、おおよそ順

番にさすようになった。

棒の数が20本、 30本となってくると課題に集

中できなくなり、途中で中断してしまうことが

度々あった。

課題終了後、棒を 1本ずつ抜いてセラビスト

に返すように求めると、 N男もそれに応じるこ

とができた。

b) N男はこの課題は a) の場合に比べて、比

較的注意を向けることができた。糸巻きをさし

たあと、 N男にそれを机の上で転がして返すよ

うにさせたところ、楽しそうにそれをすること

もでき、そのうちセラピストから糸巻きを渡さ

れるとゆっくりではあるが自分ではめるように

なり、セラビストの指示があれば順番にはめる

ようになった。そして課題遂行後、セラピスト

の指示に従ってひとつずつ糸巻きを返すことも

できるようになった。

3-2 弁別・同定の学習

まず初めに、はめ込み法を用いて色と形との

二つの手がかりを用いて弁別・同定ができる課

題を設定した。しかし選択肢が二つのとき、同

型異色の場合に N男は形の手掛かりを優位に

用い、色のない裏を表にしてはめることもあっ

た。

3-2-1 色の弁別・同定

色の弁別が確かでないので色だけの弁別・同

定課題を行った。

［材料］；藤井（同上）の図5-a参照。 (1995年

5月~1997年10月）

［経過l

この課題は、 3色のはめ込みから始めたが、

N男ははめ込み片をはめ込み板にはめることは

できるが、色に関係なく、はめ込み板の真ん中

からはめる傾向がみられた。その後5色のはめ

込みを導入したが、そのときは色を間違えるこ

となくできた。 選択肢を増やした方がかえっ

てよく色を観るということもある。
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3-2-2 絵の弁別・同定

色と形の弁別・同定がはめ込み法を用いてあ

る程度できるので、次に絵の弁別・同定の課題

を設定した。

［材料］；藤井 (1995)の図 5のbの参照。（は

め込み板にはさるとかめなどの動物、大根とな

す、りんごとバナナなどの野菜・果物、あさが

おとタンポポ、チューリップとひまわりなどの

花が描かれている）。はめ込み片には上のそれ

に対応する同じ絵が一つ描かれている。 (1995

年2月~2000年10月）

［経過］

課題を始めた当初は、正しくはめることもお

およそできていたのだが、あまり課題を見ず、

「絵を見て」、「はめる場所を見て」というので

はなく、手探りではめている感が強かった。ま

た、課題に注意が向かず、椅子からずり落ちた

りして課題が進まないこともしばしばあった。

赤い帽子と赤い時計など色や形の近いものは間

違った。

課題を始めて 1年ぐらい経つと、集中力が続

かず途中でやめてしまったり、床に寝転がった

りして時間はかかるがなんとか正しくはめるよ

うになってきた。

1997年 1月には課題を 6枚一度に提示する

と、色のよく似たものは迷うがよく見て課題を

遂行した。セラピストの「ちがう」という言葉

もある程度わかる様子で、間違いを訂正した。

同年 3月には異なるものではなく、おなじもの

で異なる絵、 2種類のタンポポ、水の量が異な

る二つのコップ、 2種類のサルなどの課題を新

たに取り入れた。最初やや難しいようだったが、

一度に対の 2種類を示して比較させると、はめ

込み片を口に入れて噛むことも見られたが、正

しくできた。

2000年6月ごろには課題提示の際、 N男の

前にはめ込み片を 3つ置き、セラピストがその

うちの 1つのはめ込み板（このときは、はめ込

み板ははめ込むところが 1カ所）を提示し、

「00ちょうだい」「これと同じのちょうだい」

と指示すると、 N男は正しいはめ込み片を選択

し、はめ込み板にはめこむことができた。 4つ

のはめ込み片からの選択もできた。

4. 分類の学習

弁別・同定課題で用いたはめ込み法ははめ込

み板にはめ込み片を正しくはめこめることで正

しく反応できたことが確認できるという利点が

あるが、類概念を形成するには適していない。

そこで特定の色・形の学習から色・形で共通

するものを同一の類として分類し、色ゃ形の概

念の形成をすることを目標にして分類の学習を

進めた。

4-1 色カードの分類

［材料］；藤井 (1995)の図 9参照。 (1995年10

月~1997年6月）

［経過］

この課題を実施し始めた当初は、赤と青の 2

色の分類だけであったが、 N男には難しいよう

で課題に集中できなかった。しかし同年6月に

は、相変わらず逸脱行動が目立ち時間はかかる

が、正しくできるようになってきた。間違えて

も2度目には正しく入れ直すことができた。ま

た、その後、青と似ている水色を削除し、赤、

青、黄、緑の4色の分類を進めた。時々分類箱

の前で考え込むこともあるが、ほぼ正しくでき、

箱の中にカードがあるかどうか確かめながら課

題を進めていた。

1997年3月にはカードを 1枚ずつ分類する

のであればあまり間違うこともなく課題を遂行

できるようになったので、一度に 2色のカード

を渡して分類させてみるとそれもできた。また、

「あか」に似た発声も一度みられた（セラピス

トはこのような状況では常に色名を発声してい
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る）。

4-2 色付きのものの分類

［材料］；赤、青、黄、緑、に塗られた 4個の分

類箱と色つきのこま、ペグ、おもちゃの剣、お

もちゃの果物・野菜（それぞれ4色）。 (1995

年5月~2001年10月）

［経過］

1995年5~6月にこまを赤、青の2色に分類

することから始めた。こまを入れると鈴がなる

箱を用いた。 N男はこまを入れて鈴を鳴らすよ

うにすることはわかるようであるが、こまの色

を区別して箱に入れることはしなかった。

ペグの分類も N男は興味を持てないようだっ

たのでその後は使われていない。

1997年7月には 4色の剣の形をしたおもち

ゃの分類をさせた。 N男はセラピストから渡さ

れたおもちゃを必ず口の中に入れて噛んだ。分

類は正確にできるが、床に座ったりセラピスト

をじっと見たりして中断しがちであった。床に

寝転んだりして集中できていなかった。

2000年5月からはおもちゃの野菜、果物の

分類をさせた。かなりスムーズに分類できた。

異なる色の二つのおもちゃの野菜、果物を同時

に渡しても間違えずに分類できる。

また7色の円柱、立方体、直方体の積み木を

分類させたところ、分類が困難なときに頭を手

でたたく行為が見られ、また積み木の臭いをか

ぐこともあったが正しく分類することができる

ようになった。

4-3 色付きの棒の分類

［材料］；赤、・黄、緑、白、紫、オレンジの 6色

の棒状の差し込み台（直径5.5cm、高さ18cm)、

それに差し込む3種類の棒 (a)直径4cm、高

さ30cm、Q)直径3cm、高さ32cm、c)直径

5mm、高さ45cm)があり、それぞれ細い棒

はより太い棒に差し込むことができる。棒の色

は差し込み台の色と同じ6色である。 (1997年

1月~2000年10月）

［経過］

はじめは 5.mほどの廊下に、 3種の差込台

を距離を違えて配置し、廊下の端で棒を 1本渡

し、それを同じ色の差込台にさし込ませる。

この課題ではそれまでの他の課題と比べると

喜んで行い、素早く、廊下を走ってまた次の棒

を取りに戻り、正しく反応できた。

そこで次には、 2メートルほど離れた机上に

6色の差し込み台を一列に並べて置いた。そし

て、「同じ色のところに入れてね」、「これはど

こかな？」などと言いながら、 N男のいる机の

ところでに棒を 1本渡す。その際、セラピスト

は色名を発声する。 N男は受け取った棒を、 2

メートルほど離れた机の上に置いてあるそれと

同じ色の差し込み台に入れる（部屋の隅にひと

つずつ差し込み台を並べて分類することも行わ

れた）。

このときは当初から、課題のやり方をすぐに

理解し、 N男が自分から進んで課題に取り組ん

だ。他の課題のときのように途中で遊んだりし

て中断せず、うまくできた。時々間違うが、セ

ラピストから再ぴ棒を渡されると自分から棒を

差し込みに行き、差し込んだ後、戻ってきた。

1997年5月、課題遂行後、セラピストが差

し込み台に差し込まれた棒を一本ずつ返すこと

を求めると、 N男は一度に全部持ってこようと

した。同年7月にはセラピストが課題遂行後、

「片付けしよう」と言うと、 N男がひとりで全

部片付けることができた。・

1997年10月にはセラピストの「赤とってき

て」という言葉かけで棒をもってくることを試

みたができなかった。

常に色に対応した色名を発声するようにして

いたが、 1998年2月、「あか」に似た発声があ

った。また同年 5月には、セラビストがN男

に紫の棒を渡そうとした際、誤って「みどり」
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と言うと、 N男は別の緑の棒を手にした。課題

終了後、セラピストが指定した色の差し込み台

（「みどり」と発声しながら、緑の棒を見せる）

を持ってきてもらう課題に移ると、急に集中力

がなくなり、うろうろしたり奇声を上げる様子

がみられた。

同色の太い棒と細い棒を一度に持っていき、

太い棒から順にさすことができた。また、通常

は棒を太い順から提示していたが、逆に細い順

から提示すると、太い棒を差し込むとき細い棒

を一度差し込み台から抜いて、太い棒を差し込

み、それから細い棒を差し込み直していた。棒

の太さに関係なくランダムに棒を渡すと、 N男

はきちんと順番通りに入れ直しながら課題を進

めた。

上述のように色の分類は出来るようになった

が形の分類はその方法にも問題があったのかN

男は混乱し、課題に集中することが出来ず中断

した。

5. 文字言語の受信の学習

5-1 アルファベットの弁別・同定

［材料］；若栄他 (1996)の図13参照。 (1996年

4月～継続中）

［経過］

4~5文字のはめ込み板の課題を導入した当

初から 9ヶ月近くは、セラピストがN男の手を

とって、はめ込み片を正しい位置に誘導するこ

とで、かろうじてはめ込むことができる状態で

あった。また、はめ込み片を逆さまにはめるこ

ともあった。

1997年3月には、よく課題を見れば弁別で

きるようだが、自分ではめ込み片の向きを変え

てはめることはできなかった。

課題導入後 1年経過すると、課題が正しくで

きてセラピストが拍手をすると N男も一緒に

両手を合わせて手を叩くようになった。 N男の

注意が課題に向っていれば素早く課題を遂行す

るが、一度課題を中断してしまうとなかなか集

中できないこともあった。しかし、間違いは少

なくなってきた。

1997年10月にははめ込み片を上下逆さまに

はめたときに、セラピストがはめ込み片を回し

てはめ直すように指示すると、 N男はそれに従

うようになった。また、有意味音ではないが

「リラリラリラー」「イリイリー」など発声が多

くなってきた。しかし、何度も床に寝転ぶこと

が多く、課題が進まなかった。同年12月ごろか

らは、何度か気が逸れてセラピストの顔を触っ

たりすることもあったが、あまり身体をぐにゃ

ぐにゃさせず、自分で課題を受け取り、自分で

はめることができるようになった。間違ってい

るときはセラビストの「ちがう」の言葉で、 N

男自身で間違いを直すことができるようになっ

た。また、「O」のはめ込みのとき、「オーオー」

という発声がみられることもあった（セラピス

トは常にそれぞれのアルファベットに対応して

音声を発している）。

その後は、正しく課題を遂行できる日とでき

ない日があった。

1998年 9月から12月まではひらがなの弁

別・同定課題を主に実施していたので、アルフ

ァベット課題は一時中断している。

1999年6月から再び実施した。そのときか

らはめ込み片が1個の入るはめ込み板を使用し

始めた。最初は 1文字ずつ提示し、慣れてくる

と一度に提示する文字を 2文字、 3文字と増や

していった。ひらがなよりも正しくできた。ま

た一度に 4文字ほどのはめ込み板を提示した方

が、課題をよく見て正しくできた。 2000年5

月以降になると、落ち着いてスムーズに課題を

はめることができるようになった。また、課題

に応じてではないが、「あー」「か一」など発声

もみられるようになってきた。課題提示の手続
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きを少し変え、 N男の前にはめ込み片を三つ程

度置き、セラピストがそのうちの一つのはめ込

み板を提示し、「00ちょうだい」「これと同じ

のちょうだい」と指示しても正しく選択した。

また、はめ込み片を通常よりも小さくし、はめ

込み板にきっちりはまらないようにすると、最

初は戸惑っている様子だったが、慣れてくると

スムーズにできた。同年11月には、 N男本人が

一度に机上に18文字のはめ込み板を並べ、セラ

ビストから渡されるはめ込み片を正しくはめる

ことができた。 2001年5月以降になると、「G」、

「D」のはめ込みの際、「ジー」、「デイー」に似

た発声がみられた。はめ込み片を裏返しにして

渡しても、表を向けて正しくはめることができ

るが、「V」「W」などは向きを間違えた。

N男がなぞり書きをしたアルファベットを提

示し、「これと同じのちょうだい」と指示して

もできなかった。素材が異なると同じ文字であ

っても弁別できないようであった。

2001年10月には机に全26文字のはめ込み板

と、裏返しにしたはめ込み片を一度に提示した。

N男は途中で集中力を切らすことなく、全てを

正しくはめることができた。

5-2 ひらがなの弁別・同定

［材料I;若栄他 (1996)図14参照。 (1996年4

月～継続中）

［経過l

課題を始めた当初、主に各行1セットのもの

を使用していた。アルファベットの弁別・同定

と同様、常にセラビストの誘導が必要であるが、

比較的落ち着いて取り組んでいた。 1996年10

月から12月の間は、主にアルファベットの弁

別・同定に取り組んだため、中断した。

1997年3月から課題を再開したが、弁別が

難しく、正しい向きではめ込むことができず、

上下逆さまになっていても気にせずにはめてし

まった。同年 6月ごろ「あ」「い」「え」に似た

音声を発した。各行1セットのものは難しいた

めか、 N男の注意が向かないので、 1999年ご

ろから 1文字lセット (1文字のはめ込み板と

はめ込み片）のものを主に使用し、一度に 2文

字提示した。課題に注意が向いているときは弁

別ができるようであった。絵のはめ込みと同様

に提示の際、はめる側とは逆方向から提示した

場合、対応するはめ込み板ではなく、提示され

た側に近い方にはめ込もうとした。このように

ひらがなの弁別・同定は他の課題と比べると間

違いが多く、集中力も続かなかった。 N男自身

もこの課題をするのが嫌な様子であった。

2000年になると、集中できない日もあるの

だが、徐々にスムーズに進む日も増えてきた。

そこで、一度に提示する文字を3、4と増やす

ことを試みると、 N男は文字が増えても正しく

はめることができるようになった。しかしアル

ファベットと比べると難しいようで、課題がで

きないと顔を覆って高い声を出した。ときにセ

ラビストの発声に応じて、「あ」、「お」、「ん」

に似た発声がみられた。また、偶然「ここ」と

発声してセラピストも驚いた。

2001年になると発声が多くなってきた。

「な」、「あ」、「い」に近い発声や、「こ」、「ふ」

に似た発声もあった。このような発声ははめ込

みの際に文字と対応しないものの方が多かった

が、「お」をはめるとき、セラビストの「お」

の発声にあわせて、 N男も「お」に近い発声を

することもあった。はめ込みは一度に提示する

文字をさらに5~6字に増やしてもできるよう

になった。間違いも徐々に少なくなってきてお

り、弁別ができるようになってきている。

次に、単語の弁別・同定、単語と絵との結合

も試みたがこれはかなり困難である。

そこで2002年10月から、単語の弁別・同定

をするために、先ず、 2文字のアルファベット

の弁別・同定を、はめ込み法を用いて行ってい

る。まだ始めたばかりであるが現在のところ順
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調に進んでいる。

6. 文字言語の発信の学習

6-1 書字の練習

文字の弁別・同定がよくできるようになり、

短音の発声もときどきみられるようになったの

で、文字言語を介しての音声言語の学習を試み

た。つまり文字を書くことの学習を試みた。こ

れはセラピーに来ている他の子どもにおいて、

文字を書くことがきっかけになって、文字に音

声言語を結ぴつけることに成功したことによる

（井関他 (1999))。

N男は鉛筆で紙の上に線を描くことが出来な

いので先ず厚紙に幅数ミリの水平な溝を作って

（長さ30cm)、そこをなぞらせた (2000年7月

~2001年6月）。自発的には始点から終点まで

たどることができなかった。セラピストが手を

添えて鉛筆の先を始点に置くとその溝をたどる

ことが出来るが終点で止めないでまた逆戻りし

た。線引きが何とか自発的にできるようになっ

てから、同様にアルファベットの切り込みをた

どらせることをした。そしてその下に白紙を敷

いて、たどった後に白紙上に写されたアルファ

ペットを別に描いたアルファベットと弁別・同

定させようとしたができなかった。

6-2 構成単位からのアルファペットの構成

N男は鉛筆をしっかりと握ることが出来ず、

また紙の上に直線や曲線を描くことが難しいの

で、線を描くことから文字を書く練習は中止し

て、文字（アルファベット）をその構成部分か

ら組み立てることを始めた (2002年 9月か

ら）。

そのために先ず、白紙上に花を輪郭線（花、

葉、茎）で描き、それに対応する形と色とを色

紙から切り取ったものを貼らせる。さらに白紙

上に家、木、太陽、雲などを輪郭線で描いたも

のにそれに対応する色紙を貼らせる。

また 2cmx2cmの正方形を縦に 3個、横に

4個並べたもの（それぞれの正方形には 3種の

色がランダムに塗られている）を用意し、それ

ぞれの色に対応する同じ大きさの正方形の色紙

を貼らせる。

以上のことが容易に遂行できたので、次によ

うにしてアルファベットの単文字の構成を試み

た。

初めに、約 1cm幅の輪郭線でアルファベッ

トを縦8cm,横6cmの長方形の中に描いたもの

を用意し、それに対応するアルファペットを切

り抜いた色紙（色は異なる）を貼らせる。その

とき輪郭線で描かれたアルファベットを同時に

5種提示しても、間違えることなく正しく、ま

た容易に対応させて貼ることが出来た。

次に上の輪郭線で描かれたアルファベットの

部分、例えば、「A」では斜めの部分（左下斜

め、右下斜め）と横の部分とを異なる色で塗り、

それに対応する切り抜いた色紙を書き順に従っ

て順に提示すると容易に貼ることが出来た。こ

れによりアルファベットの単文字を鉛筆では書

けないが、切り取られた色紙の部分から構成す

ることが出来る。これも現在、順調に学習が進

んでいる。

7. 音声言語の発信の学習

i)来校当初からみられる発声

来校当初から意味のある語の発声はほとんど

聞かれなかった。「リラリラリラー」「イリイリ

ー」「キーン」「アンガ」などはよく発声する。

ii)発声の出現

2000年ごろからアルファベットやひらがな

のはめ込み課題を行っている際、母音の音に似

た発声がみられることがあった。

2001年からはセラピストの発声に対応して
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「G」を「ジー」、「D」を「デイー」と発声す

ることがあった。また、ひらがなのはめ込み課

題をする際、「お」をはめるとき、セラピスト

が「お」と発声すると N男も「お」に近い発

声をした。徐々に発声することが増えているが

それが状況に応じていつも起こるというわけで

はない。

音声の発声についてはすでに述べたが、アル

ファベットの構成学習を始めた頃から、セラピ

ストの模倣をして発声する、例えば、セラピス

トが「うおー」と口を尖らせて発声すると N

男もそれを模倣して発声する。また貼り絵をし

ているときにセラピストがそれぞれの名をいう

と、はっきりとはしないがそれらしき発声をす

る。またセラピストが口を膨らませてそれを両

指で突くようにすると同じように真似をするな

ど今までには見られなかった模倣の動作がみら

れるようになった。

これらのことと、上で述べた単文字の部分から

の構成と並んで、これから単文字の発声の可能

性も期待できる。

8. N男の行動の当初から今日までの変

化

1993年11月にセラピーを開始した当初は、

部屋に入りたがらず泣くことが続いた。母親と

一緒ならばなんとか入室したが、セラビストが

提示する課題に興味を示さず、おもちゃを叩き

合わせて音を出し、それに聞き入っていた。

徐々に慣れて泣く回数が減ってきたが、長時間

(30分から40分）集中できずに部屋の中で走り

回ることがあった。

1994年4月頃、セラピストがN男の手を持

っと非常に嫌がった。 1995年1月になると、

以前と比べると支障なく部屋に入るようになっ

た。セラピスト側の呼ぴかけと N男の手をひ

くことでスムーズに入室できるようになった。

N男は泣きそうになっているかと思えば、突

然うれしそうに笑い出すなどの様子がみられ

た。集中力がなくなってくるとはめ込み片を両

手で打ち合わせて音を立てることが多かった。

1995年9月頃から課題を間違えたときにセ

ラビストの「ちがうちがう」という言葉に反応

し、間違いを直すようになった。また、課題が

できたときに「できたできた」と拍手をすると

いうことを繰り返しているうちに、 N男も度々

手を叩いていた（手はうまく重ならないことも

あるが）。しかしまだときには測瘤を起こし手

がつけられないときもあった。始終キョロキョ

ロし、身体をグニャグニャさせており、席を離

れることもあった。その後も部屋の中をぐるぐ

る走り回ったり、床に寝そべることが多かった。

部屋を飛ぴ出すこともあり、母親に同席しても

らうことも度々あった。 1997年4月には、セ

ラピーの2、3日前からイライラしていたらし

く、泣き出したりセラピストの指を噛んだりし

て手がつけられないことがあった。 N男が自分

の頭を叩くこともみられ、また、目をかたくつ

むる行動がみられた。

2000年以降、 N男の多動も落ち着き、部屋

を走り回ることもなくなっている。泣くことも

なく、ときに愛らしい笑顔を見せたり、 声を

上げて笑うこともある。そして、 40分から50分

のセラピーの時間中ずっと椅子に座って課題に

取り組むことができるようになっている。また、

発声もみられつつある。

家での N男は割り当てられたお手伝いなど

をし、声での指示に従えることもある。覚醒・

睡眠リズムも一定である。 N男は外出すること

が好きなようであるが、外出したいときには母

親の鞄を用意したり、車に乗りたいときには父

親に車のキーを渡すことで意思表示している。

また、食べたい食べ物を電子レンジで温めた

り、お茶が飲みたいときには自分で冷蔵庫から

お茶を取り出して飲む。 2001年からきちんと
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スプーンを使えるようになり、物の置き場所な

どにこだわりがあるものの、落ち着いて日々の

生活を送っている様子である。セラピーでも日

常行動の一つとしてお茶飲みの練習をしてい

る。

9. 今後の学習への予想

4歳からセラピーを同時に開始した他の 3名

と比べて、 N男の音声言語の学習が遅れている

のは、他の子ども達に用いられたのと同じ課題

への興味が持続的に維持できないことにもあ

る。しかし他の子ども達には用いられなかった

色の棒の分類には強い関心を示し、持続的に課

題に取り組み、正しく反応することが出来た。

鉛筆で文字を書くことのかわりに、構成部分

を組み立てることにより文字を構成することは

容易に出来ることから、今後はこのように N

男に適した方法を通じて音声の発声を導き出す

きっかけが出来ることが期待される。
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